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菅
原
道
真(

す
が
わ
ら
の
み

ち
ざ
ね､

９
０
４
年
没)

を
ま

つ
る
。
大
宰
府
に
次
い
で
２
番

目
に
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
古

い
由
緒
を
伝
え
て
い
ま
す
。 

縁
起
に
よ
れ
ば
、
道
真
の

霊
を
鎮
め
る
た
め
、
正
暦
４

年
（
９
９
３
）
に
九
州･
大
宰

府
に
赴
い
た
天
皇
の
使
い

（
勅
使
）
が
、
帰
途
こ
の
地

で
急
に
牛
車
が
動
か
な
く
な

る
異
変
に
遭
い
、
調
べ
た
と

こ
ろ
菅
原
氏
の
祖
先
と
さ
れ

る
野
見
宿
弥(

の
み
の
す
く

ね)

ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
、
こ
こ
に
道
真

を
ま
つ
っ
た
の
だ
と
い
い
ま

す
。 江

戸
時
代
に
は
高
槻
城
主

永
井
直
清
が
拝
殿
や
石
鳥
居

を
建
て
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。 

JR

高
槻
駅
か
ら
石
鳥
居
へ

つ
づ
く
参
道
は
、
か
つ
て
松

並
木
が
続
き
、
天
神
の
馬
場

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
、
天

正
⒑
年
（
１
５
８
２
）
山
崎

合
戦
の
際
、
秀
吉
が
本
陣
を

お
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。  

天
満
宮
の
代
表
の
森
嘉
和

（
も
り
よ
し
か
ず
）
さ
ん
は
、

そ
れ
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
経

験
を
生
か
し
て
、
広
い
（
４
万

平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
）手
つ

か
ず
の
自
然
原
生
林
、竹
林
に

機
械
を
導
入
し
て
整
備
さ
れ
、

都
心
に
あ
り
な
が
ら
心
の
拠

り
ど
こ
ろ
と
し
て
、再
生
さ
れ

て
い
ま
す
。 

本 

殿 
 

旧
本
殿
は
、豊
臣
秀
吉
の
寄

進
を
受
け
、片
桐
旦
元
の
造
営

に
よ
る
も
の
だ
っ
た
が
、１
９

９
６
年
（
平
成
８
年
）
⒒
月
放

火
に
よ
り
焼
失
、新
し
い
本
殿

は
２
０
０
２
年
（
平
成
⒕
年
）

に
我
国
で
初
め
て
の
試
み
と

し
て
、建
材
の
全
て
を
竹
に
よ

り
建
立
さ
れ
た
。 

本
殿
の
再
建
に
当
っ
て
は
、

日
本
国
内
の
多
く
の
竹
に
纏

わ
る
専
門
の
方
々
の
意
見
を

聞
い
て
、
境
内
に
た
く
さ
ん

有
る
竹
の
利
用
も
考
え
決
定

さ
れ
た
と
の
こ
と
。 

 

丸
い
柱
は
、
接
着
剤
（
日

本
の
接
着
技
術
は
世
界
一
）

を
使
用
し
、
ま
ず
四
角
の
柱

に
し
た
後
丸
く
仕
上
げ
ま
す
。

こ
の
扉
も
全
て
竹
で
出
来
て

い
ま
す
。
竹
独
特
の
綺
麗
な

茶
褐
色
で
、
落
ち
着
き
が
あ

り
重
厚
で
す
。 

本
殿
の
内
部
に
は
、
神
殿

及
び
本
尊
の
守
り
狛
が
鎮
座

し
て
い
ま
す
。
両
側
に
竹
炭

が
た
く
さ
ん
置
い
て
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
湿
気
と
臭
気
取

り
で
、
す
が
す
が
し
い
本
殿

内
部
で
す
。 

 

完
成
時
は
、
珍
し
さ
に
全

国
か
ら
の
見
学
者
が
絶
え
な

か
っ
た
そ
う
で
す 

拝 

殿 

江
戸
時
代
初
め
に
高
槻
城

主
の
永
井
直
清
公
の
寄
進
造

営
し
た
も
の
。 

幕
末
の
文
政
期
に
奉
納
さ

れ
た
三
十
六
歌
仙
絵
額
が
、

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
狛
牛
も

新
し
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

神 

楽 

所 

楽
人
た
ち
の
奏
楽
で
、
巫

女
が
神
楽
舞
い
を
し
た
と
こ

ろ
。
今
回
改
修
さ
れ
何
時
で

も
使
用
出
来
る
様
に
な
っ
た
。 

祭 

式 

殿 

本
殿
と
し
て
ご
祭
神
の
分

霊
も
鎮
座
し
、
ご
祈
祷
の
諸

祭
式
は
す
べ
て
こ
こ
で
行
な

わ
れ
ま
す
。
和
室
三
つ
は
ご

祈
祷
待
ち
や
歓
談
・
寛
ぎ
に
、

ま
た
会
合
・
研
修
な
ど
に
使

用
さ
れ
ま
す
。
２
階
も
同
じ

造
り
で
、
ご
祈
祷
も
行
わ
れ

ま
す
。 香 

梅 

殿 

記
念
写
真
室
、
書
庫
、
茶

室
が
あ
り
、
テ
ラ
ス
付
の
広

間
は
、
広
い
庭
園
を
見
な
が

ら
大
茶
会
な
ど
多
く
の
行
事

が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

絵 

馬 

堂 
「
菅
公
一
代
板
絵
」
の
他
に

様
々
な
絵
や
押
絵
、
そ
れ
に

相
撲
・
句
会
・
謡
曲
・
浄
瑠

璃
か
ら
曲
馬
興
業
な
ど
の
奉

納
「
高
槻
城
絵
図
」
な
ど
が

掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た

村
々
氏
子
の
古
い
写
真
が
大

変
懐
か
し
い
。 

和
算
の
「
算
額
」
も
あ
る
。 

算
額
と
は
＊
神
社
や
仏
閣
に

奉
納
し
た
数
学
の
絵
馬
で
、

数
学
の
問
題
が
解
け
た
こ
と

を
神
仏
に
感
謝
し
＊
益
々
勉

学
に
励
む
こ
と
を
祈
願
し
て

奉
納
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る 

野 

身 

神 

社 

野
見
宿
禰
（
の
み
の
す
く

ね
）
は
、
『
日
本
書
紀
』
に

登
場
す
る
相
撲
の
神
で
、
神

社
の
前
で
大
阪
場
所
前
に
奉

納
相
撲
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

絵
馬
堂
に
は
相
撲
の
番
付
表

が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。 

Ｖ
Ｇ
槻
輪
は
、
１２
月
に
境

内
の
竹
を
頂
き
「
つ
き
の
き
学

園
」
の
園
の
利
用
者
と
門
松
を

作
り
ま
し
た 

 
 

Ｓ
・
Ｏ   

わ 

が 

ま 

ち 

紹 

介 
 
 
 

高
槻
市
の
鎮
守
の
森
：
上
宮
天
満
宮 
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４月度行事予定 

 "銅鐸つくりのまち・さくら通り散策：南茨木" 

月  日：平成１９年４月５日（木）  

集合場所：阪急南茨木駅 改札出口 １０：００集合 

順  路：阪急南茨木駅 → 茨木市立文化財資料館 → 

銅鐸鋳型出土地 →桜通り～川端通り（元茨木川緑地） 

 

5月度行事予定 
"まちなかに残る貴重な緑の空間：京大農場"  

月  日 ：平成１９年５月１７日（木）  

集合場所 ：阪急高槻市駅 改札出口 １３：００集合 

順  路 ：阪急高槻市駅 →京大農場 本場→安満遺跡 

→京大農場 古曽部温室→阪急高槻市駅   

 

 

 


